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川崎市パラスポーツ 

指導者協議会ＮＥ

ＷＳ 

  

指導者協議会ＮＥＷＳ 

  

第 4７号 20２６年３月発行 

２０２６（令和８）年度総会を４月に開催いたします。総会の出欠に関わらず、別添の「総会アンケート」

にご記入の上（欠席の場合は委任状にも記名の上）、郵送またはメールにて提出してください。 

＜開催概要＞ 

日 時：４月１８日（土） １３：００～１４：０0 

     受付開始：１２：４０  

会 場：川崎市中部身体障害者福祉会館 

（川崎市中原区小杉御殿町２ー１１４―１） 

     (JR 南武線武蔵中原駅より徒歩１９分  

武蔵小杉駅より徒歩１８分) 

  

議 題：２０２５（令和７）年度事業報告（案）及び会計報告（案） 

２０２６（令和８）年度事業計画（案）及び予算（案） 

            表彰者決定ほか 

お願い:会場設営や資料準備があるため、総会に参加される

方は総会アンケートに参加される旨をご記入くださ

い。 

 

202６（令和８）年度川崎市パラスポーツ指導者協議会総会を開催いたします 

大会等ボランティアが可能な方は別添の『大会等ボランティア意向アンケート』に記入し、下記方法

のいずれかで指導者協議会まで提出してください。 

1 総会アンケートと一緒に切手付返信用封筒にて郵送する。なお切手付返信用封筒は３月の総会

アンケート送付時のみに添付いたします 

2 指導者協議会ホームページから様式をダウンロードして、word データまたはＰＤＦデータにて

指導者協議会メールアドレスに電子メールで送付する 

3 必要事項（氏名、登録番号など）と一緒に参加できる大会等のみ記載（またはすべて不参加と記

載）して指導者協議会メールアドレスに電子メールで送付する 

なお、今後 Google を使用したアンケートを実施予定です。 

 

 

 

提出期限：２０２６（令和８）年３月２０日（金）必着 

大会等ボランティア意向アンケートの回答方法について 
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令和 7年度ＪＰＳＡ表彰者の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会等ボランティア意向アンケート（202５年 9月）における自由意見 

Q：他の競技でも指導しているため、場所や日程的に参加できそうなものが二つしかありません。 

  また、ボランティアは参加したことがないため、今後もできる限りの範囲ではありますが参加 

させて頂ければと思います。 

A：ボランティアはご自身の活動を優先させ、時間のある時にご参加いただければ幸いです。なお、 

  ボランティアの内容は、アンケートの注意事項にも記載していますが、大会等における運営補助 

  です。いずれの大会等も未経験者歓迎で審判資格等も不要です。実際の競技を見学や選手と触 

れ合うつもりでご参加ください。 

   

Q: ホームページをもっと充実したもの、魅力あるものに作り変えてもらいたい。 

A：予算の範囲内で可能な限り、会員の皆様が喜んでいただけるようなホームページにしたいと 

  考えております。なお、ホームページ編集をお手伝いできる方がいらっしゃったら是非ご協力 

  ください。 

 

Q：これからの季節に備えて、ウインドブレーカー及び長袖シャツを作ってもらいたい。 

A：現時点、予算の関係からこれまでの T シャツ以外のユニフォーム作成は考えておりません。 

この度公益財団法人日本パラスポーツ協会（ＪＰＳＡ）表

彰規程に基づき、ＪＰＳＡの令和7年度功労章を土井さよ子

さんが受賞されました。 

受賞おめでとうございます 

ひとえに長年の活動の結果が実を結んだ形の受賞だと

思いますので、今後も多くのボランティア活動等にご協力

くださいますようお願いいたします。 

功労章：土井さよ子さん 

土井さん受賞コメント 

中学生の頃より始めた卓球が障がい者との出会いでした。 

たとえ身体が不自由でも、自分にできることを考え、 

工夫してやってみる姿勢に衝撃を受けました。 

これからも何事にも楽しむ人たちのお手伝いができたら嬉

しく思います。ありがとうございました。      
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救命講習会・懇親会の実施について（令和７年１２月２１日開催） 

12 月２１日（日）９時３０分から１１時３０分まで、中部リハビリテーションセンター井田体育館で、講

師に防災マインド・アンド・マネジメント様をお招きして救命講習会を開催しました（昨年度も開催）。 

第 1 部（９時 30 分から１０時２５分まで）には１４名（パラスポーツ指導者３名、一般参加 11 名）が 

参加。第２部（10 時 30 分から 11 時 25 分まで）には 12 名（パラスポーツ指導者７名、一般参加 

５名）が参加。 

講師は現役消防士と現役消防団で構成する団体で、現役ならではの生のお話をお聞きすることが

できて、とても好評で来年も救命講習会を開催したいと思いました。 

また１６時から元住吉駅周辺でパラスポーツ指導者有志による懇親会を開催しました（参加者は９

名）。とても楽しい時間でした。今後も企画したいと思いました。 

 

 

 

 

◆救命講習会参加者からの主な感想や要望など 

①昨年の講習会に続いての参加でしたが、参加するたびに新たな気づき、情報を得ることがで 

きました。参加者も積極的に講習を受けていたことが印象的でした。 

②実践形式の研修は定期的にあってもいいと思いました。講師の方の説明も配布資料も分かりや

すくてよかった。 

③救命講習会は受けたことがなかったので参考になりました。実際その場になったら出来るかど

うかわかりませんが勉強になりました。 

④AED の使用はどんな順番で進めていくのかや、周りの人達と協力が一番だとわかりました。 

頭の片隅に少しでも知識があれば安心できました。今回参加して良かった。 

⑤細かいことなどしっかり教えていただいたので自分の今後のためにも役立てることができ  

ると思いました。 

⑥「定期的に受けていなければ、いざという時に冷静に対応できない」と痛感し、非常に良い復習

の機会となりました。講師の方々の実体験に基づいたお話も、非常に現実味があり身が引き締

まる思いでした。今後もしAEDが必要な場面に遭遇した際は、救急車が到着するまでの「約10

分間」を強く意識して行動したいと思いました。 

⑦手順などは忘れてしまうため、定期的に実施していただきたいと思いました。2 回に分けて  

いたものを 1 回にして流れや幼児のやり方など長めに詳しくやっても良いかと思いました。 

⑧講師の方のお話がとても分かりやすかった。現役の方なので､現実味がありリアルだった。心臓

マッサージを絶え間なく途切れる事なく続けるコツが知れて勉強になりました。AED は現物を

見て操作した事は､経験があるのとないのとでは､全然違うと感じました。今回のように気軽に

参加できる形があったのは有り難かった。 

⑨思っていたより強い力で 10 分間胸を押さなければならないとわかりました。いかにまわりの

通行人、知らない人をまきこんで協力してもらえるかが重要だと思いました。「強い力で押すこ

とで、万一肋骨が折れてしまったとしても、心臓にささることはないし、骨はまたくっつくから

大丈夫」という講師の方の言葉が心に残っています。 

⑩消防署主催の講習に行きたいと思っていたので、近い場所で受講できてありがたかった。実際

に器具を使って体験できたことがよかった。また、現場で活躍されているリアルなお話しも聞け

てよかった（肋骨が折れても、心臓の回復を優先するなど…）。 

⑪講師はユーモアがあり、とても楽しく講習を受けさせて頂きました。有料でも講習修了証などが

あると更に良いのではないかと思いました。 

 



4 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者からの主な感想や要望など（今後どのような研修等を希望されますか） 

1 救急講習会 

2 ニュースポーツ体験会（モルックなど） 

3 手話講習会 

4 体験型の研修 

5 ボッチャ審判講習会 

6 障害特性に係る研修 

7 障害者の活動中の怪我などの応急処置などの講習 

8 リハビリやトレーナーの方の体験や実技等 

9 熱中症対策や熱中症の疑いがでてしまったときの応急手当法 

10 卓球バレー講習会 

 

◆参加者からの研修等の開催日等の要望 

1 平日夜間の研修（仕事帰りの方が参加しやすい） 

2 日曜日・祝日の方が参加しやすい 

 

 

 

 

 

 

◆懇親会参加者からの主な感想や要望など 

①普段のボランティア中の活動では得ることができない、ひととなりがわかり大変良いことだと 

思いました。 

②皆さんの情報をお互いに交換して、とても和やかで充実した時間でした。皆さんの個性をこれ 

からの活動に生かせたらと思いました。 

③協議会以外で指導者の横のつながりがあまりないので、貴重な機会で参加してよかった。 

④宴会の席ではなく懇談会などで情報交換出来る場があったらいいかと思いました。いろいろ参

考になるお話が聞けました。また宴会でしたら武蔵小杉駅近辺など利便性のいい場所で開催さ

れた方がみなさん参加しやすいと思いました。 

⑤皆様の経験に基づいた考え方に触れ、深く感銘を受けました。懇親会で素晴らしいお人柄の方々

とお会いでき、非常に心強く安心いたしました。私にとって大変貴重な時間となりました。 

⑥いつもとは異なるボランティアなどで関わっている人や活動している人と交流できてよかった。

人数がもう少し増えるといいかもしれない。 

 

救命講習会の様子 
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２月１４日(土)午後からアサンテスポーツパーク（神奈川県スポーツセンター）で関東ブロックパラス

ポーツ指導者研修会が開催され、当協議会からは７名のパラスポーツ指導者が参加した。 

第１部は緒方先生（日本パラスポーツ協会医学委員長、東京大学医学部附属病院リハビリテーショ

ン科・部教授）による講義で、テーマは「パラスポーツを支える医科学と連携」。 

第２部は栗田先生（ボディデザイン・プランニング院長）及び青木先生（ボディデザイン・プランニン

グアスレティックトレーナー）による講義で、テーマは「パラリンピック選手へのトレーニングとケア実

践～民間スポーツクラブでの取り組みとパフォーマンスへの効果～」。 

どちらもとても有意義な講義でした。特に医師である緒方先生の講義では、選手が訴えていること

を客観的に示すことができないことでクラス分けに苦労していることや、パラスポーツ医の活用な

ど興味深い話題が多くとても参考になりました。なお、次年度は山梨県で関東ブロックパラスポー

ツ指導者研修会を開催予定。とても勉強になる講義のため、是非ご参加ください。 

 

関東ブロックパラスポーツ指導者研修会報告 

今年度も主に一般市民を対象とした一般対象（9 月）とスポーツ推進委員やスポーツセンター職員 

等を対象とした専門職対象（1 月）の 2 回の講習会が開催されました。 

どちらの講習会にも指導者協議会の石田会長が「パラスポーツ推進の取り組み」の講義で登壇して 

おり、パラスポーツ指導者制度や川崎市における活動の現状等について講義を行いました。 

今年度は９月の一般対象は 15 名、１月の専門職対象は 8 名がそれぞれ講習を修了し、合計 23 

名が新たに指導者協議会の仲間に加わります（9 月の修了者の中には既にパラスポーツ指導者とし

て登録され、市の障害者スポーツ大会や障害者スポーツプログラム等で活動を始めている方もいま

す）。新たな戦力にも期待しましょう（N） 

 

初級パラスポーツ指導者養成講習会が実施されました 

石田会長の講義 一般対象実技（FD） 専門職対象実技 

（車いすバスケ） 
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活動報告 

7月26日に開催された川崎市身体障害者球技大会のボウ 

リング大会に、運営補助として参加させていただきました。 

会場準備では貼り紙や誘導対応、車椅子利用者の階段介助 

などを行いました。 

開会式後に競技が始まり、私たちは機械トラブルが起きた 

際にすぐ対応できるよう、選手待機場所付近で見学しまし 

た。選手の皆さんは終始楽しそうにプレーされており、会場 

は温かい雰囲気に包まれていました。中にはストライクやス 

ペアを取った後にスタッフにもハイタッチをしてくださる方もいて、運営側でありながら一緒に大

会を楽しんでいる感覚になりました。今回の経験を通して、ボランティア活動の魅力を改めて感

じました。今後も積極的に参加していきたいと思います。（N.K） 

川崎市身体障害者球技大会 ボウリング大会 

７月２６日（土） 会場：川崎グランドボウル 

「第 24 回全国障害者スポーツ大会 わた SHIGA 輝く障スポ」を終えて 

 

 

令和 7 年 10 月 25 日（土）～10 月 27 日（月）に滋賀県にて、第 24 回全国障害者スポーツ

大会 わた SHIGA輝く障スポ が開催され、川崎市からは選手団 51名（選手 24名、団長・総務

含む役員 27 名）が派遣され、金メダル 11 個、銀メダル 11 個、銅メダル 10 個、合計 32 個の

メダルを獲得しました。その中でも陸上競技の 4×100ｍリレーは約 20 年振りに表彰台に上が

り、銀メダルを獲得、 ボッチャは初の金メダルを獲得しました。 

指導者協議会からは中村指導員が陸上競技の役員で派遣された他５名の協議会会員が各所

属団体から派遣され、大会期間中選手のサポートを行いました。役員として派遣された皆様

ご苦労様でした。令和 8年は東北の青森で大会が実施されます（寒そう…）。 
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１１月３日（月・祝） 会場：富士通スタジアム広場エリア 

障害者スポーツ普及イベント（ｉｎかわさき市民祭り） 

11月 3日の 10時から 15時まで、富士通スタジ 

アム広場エリア（富士通スタジアム川崎）で障 

害者スポーツ普及イベントが開催され、当協議 

会からは 10名のパラスポーツ指導者が参加し 

た。 

このイベントは、市民に障害者スポーツ等を体 

験してもらうことにより、市民の障害者スポー 

ツに対する認知の向上を図るとともに障害者 

スポーツの啓発を図り、もって障害者スポーツ 

の振興を図ることを目的して毎年開催されて 

いる。 

当協議会は輪投げ、バッコー及びターゲットボ 

ッチャを担当し、フライングディスクはかなが 

わ障がい者フライングディスク協会が担当し 

た。当日は天気もよく多くの来場者が参加され 

競技を楽しんでいた。このように市民に障害者スポーツ等を体験してもらう機会がもっと

多くあると良いと感じた。また、かわさき市民祭りのため多くの出店があり、楽しい買い

物ができるのも良いと思った（HM） 

ターゲットボッチャ 

かわさき多摩川マラソン 2025 

１１月１６日（日） 会場：等々力陸上競技場 

昨年に引き続き車いすランの受付誘導とスタート整理確認、走行ルート配置、ゴール地点待機、控室

誘導、帰宅者対応、控室片付けを担当しました。一緒に行動した人は一般ボランティアですが、昨年

も参加し大阪万博のボランティアもしてきたという人でした。 

具体的には車椅子で参加された方が駐車場から受付に行く中、コースを横切るため安全に渡れる

ように誘導することでした。レース開始前であれば割と簡単に誘導できますが、実際レースが始まっ

ていると選手の合間を縫って横断してもらうので、渡るまでに時間がかかったりで安全には気を配

りました。 

スタート地点への誘導後は走行ルート配置でしたが、前回は競技場から外に出てサブトラックあたり

で待機をしましたが、今回はグランドから出ないため表彰式後は結局駐車場に戻る選手の帰宅者誘

導をしました。一緒にやったポランティアさんも慣れていることもあり、よく動いてくれてこちらも

とてもやりやすかったです。けが人を出すこともなく役割を果たせてよかったと思います。     

(S.Y) 
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発行：川崎市パラスポーツ指導者協議会 

住所：〒２１０－０８３４ 川崎市川崎区大島１－８－６ 川崎市身体障害者協会内 

HP：http://kawakyougikai.gouketu.com/index.html 

E-Mail:kawakyougikai@gmail.com 
指導者協議会㏋  
二次元コード 

川崎市身体障害者ボッチャ大会 

１２月６日（土） 会場：カルッツかわさき 

久々の早起きで西の空にきれいな満月をみま 

した。 

「こんなに早い時間から動き出すなんて、面倒だ 

な！」と思いながらカルッツかわさきに向かいま 

した。 

何度も参加している会員の手際のよい準備、研修 

会で資格を取得した会員の皆さんの審判でボッチ 

ャ大会が始まりました。 

間近でゆっくり観戦できると思っていた私はタイム 

計測担当で、それどころではなく細かい仕事に悪 

戦苦闘しましたが、慣れてきたころには終了。 

（残念） 

閉会式での選手たちの表情は晴れやかでした。片付けも終わり解散となりましたが、指導者同

士の交流もできて朝のモヤモヤは解消され、楽しい一日でした。（D・S） 

１月１７日（土） 会場：カルッツかわさき 

指導者協議会は審判補助など大会運営に携わりました。 

各区のボッチャ大会で優勝したチームなどが参加し、市 

長杯の優勝チームは日本ボッチャ協会主催の JAPAN 

 CUP の出場が付与されるためレベルも高く、どのコー 

トも真剣でありながらも楽しそうにプレーしている姿が 

印象的でした。保育園児から 90 代の選手が参加してい 

ると聞き、同じルールで対戦し笑顔で参加しているのも 

ボッチャの魅力のひとつと感じた大会でした。 

川崎市長杯ボッチャ大会 


